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地方独立行政法人長 市民病院 成 28 度 度計画 

 

 

第  市民 対 提供 サ ビスそ 業務 質 向上 関 目標

達成 た 措置 

 市民病院 担う 医療 

(1) 救急医療 

    長 療圏 部 救急 療 点 機能維持 強  

     急性期 療 担う地域 中核病院 地域 療 献 」【5

日 「4 時間救急 療 提供 緊急治療 検査 緊急入院 迅 対応

救急 関わ 専門性 持 タッ 確保 育成 組

地域救命救急 ンタ 志向 中 救急専用病棟 10 床 開設

高 救急 療体制 構築 長 療圏 部 救急 療 点

機能維持 強  

     救急対応 急性期 脱 患者 い 在宅復帰 支援

ほ 適 地域 関 機関 連携  

 救急搬 患者 滑 入  

消防や 師会等 関 機関 連携 救急車 原則 断 い

体制 維持 救急搬 患者 滑 入  

     中山間地域等 タ 搬 患者 い 積極

的 入 行う  

    長 市 師会 協働 夜間初期救急 療 提供 

長 市 師会 協働 長 市民病院 師会 急病 ンタ 運営

夜間初期救急 療 提供  

    地域 救急 療 質向  

救急隊 症例検討会等 開催並び 救急救命士 実習 協力

通 地域 救急 療 質向 献  

    

指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

救急車搬 入件数 件  4,」【5               4,」【5    

    

関連指標  

指標 成 「【 実績 

救急患者 入件数 件  「0,「】1   

救急入院患者 入件数 件  」,8】5   

 

(2) 診療 

    地域 診療連携 点病院 高 専門的 診療 提供 

     地域 診療連携 点病院 集学的治療 推進 高 専門的

診療 提供  



2 

 

     治療 ンタ 中心 チ 療 質 高い治療 提供

関わ 有資格者 確保 育成 診療 水準維

持 向  

    進技術 活用 診療体制 強  

     進技術 活用 患者 担 少 い治療 推進 ッ 支援

手術 新 腎臓 適用 視鏡手術 充実 ほ 射線

治療装置 増設 検討 射線治療 体制強 組  

    学療法 質向  

     学療法 専門的知識 有 多職種 チ 療 推進 患

者 最適 治療法 提供 学療法 層 質向  

 緩和 提供体制 強  

     院 断的 組織 整備等 通 緩和 提供体制 強 ほ

診療病棟 緩和 機能 充実  

    相談支援体制 充実 

     相談支援 ンタ 体制充実 院 外 患者 家族 療

機関等 相談等 適 対応 就労 関 相談支援

い 積極的 推進  

    

   指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

新入院患者数 人  「,8」5       」,1」0    

    

関連指標  

指標 成 「【 実績 

射線治療件数 件  11,】「1   

外来 学療法件数 件  5,】】1   

手術件数 件  1,」【1   

相談件数 件     「,4重重   

 

(3) 高度 専門的 医療 

    地域 療機関 連携及び役割 担 層推進 う 施策

急性期 高 専門的 療 提供 体制 整備  

    脳卒中治療 体制強  

     急性期脳梗塞 対 r図-看A 静注療法や血栓回 療法

等 脳血管 治療 推進 包括的脳卒中 ンタ 脳卒中治療 体制

強  

     専門 師 病院外 画像参照 行え 入 時間外

い 迅 適 診断 行う体制 整備  

    四肢外傷治療 充実 

     四肢外傷 機能再建 ンタ 中心 救急 ンタ 連携 時間外救

急患者 対 病院外 画像参照 活用等 迅 適

診断 行い 四肢外傷治療 充実  
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     専門知識 有 タッ 構成 骨粗鬆症チ 設置 大

腿骨 「 骨折予防 注力 骨粗鬆症治療 質向  

    虚血性心疾患治療 充実 

     心臓血管 ンタ 開設 急性心筋梗塞や 心症 対 緊急心臓

検査 治療 整脈 ン治療 充実  

    糖尿病治療 充実並び 透析治療 充 

     護師 糖尿病外来及び ッ 外来 療養指

透析予防 指 や栄養指 等 積極的 行うほ 透析室 充 検討

更 透析治療 体制強 組  

    救急 症病棟 I（U S（U 住（U 機能強    

     集中治療室 I（U 施設基準 得 ほ 脳卒中

ッ S（U 1「床 増床 心臓 血管診療 充実

住（U （（U8床 整備  

    射線診断 充実 

     射線診断 質向 目指 療機器 更新等 合わせ 多列（T 入

射線診断装置 充実  

    手術部門 機能強  

     麻酔科 増員 タッ 充実 並び 手術室 有効利用

等 手術部門 機能強 組  

     専門知識 有 タッ 構成 周術期管理チ 設置

手術 患者 全 心 周術期環境 提供 体制 整備  

    口腔 体制 機能強  

     周術期 糖尿病 摂食 嚥 機能 害等 患者 対 口腔 積

極的 推進 口腔 体制 機能強  

 

関連指標  

指標 成 「【 実績 

全身麻酔手術件数 件  「,重54   

 

(4) 高齢者等 配慮 た医療 

    地域 療機関や介護 事業所等 連携及び役割 担 層推進

高齢者等 知症 持 急性期患者 対 院 知症対策チ

仮称 設置 適 対応 急性期 患者等 対

自院 病床機能 見直 及び在宅 療 担う 連携

踏 え 地域包括 病棟 開設 療提供体制 充実  

 

(5) そ 政策的医療 

人口減少 少子 高齢 対策や中山間地域対策 時 見据

え 市 策 協働 児救急や 児心身症 発 害等 診療 並び

妊治療 関 療提供体制 充実      
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(6) 予防医療 

市 健康福祉部門 連携 予防 療 充実 人間 ッ

体制見直 診枠 大 組 ン 待ち 解消   

子宮 検診 住看V 検査 入

ン検査 充実  

特定健康診査及び特定保健指 通 生活習

慣病 早期発見 早期治療 推進  

 

(7) 災害時対応 

 災害発生時 備え 療 救護体制 整備 

大規模災害時 想定 施設 設備 改修 補強 並び 備蓄等 充

検討 行う 訓練や研修 充実 せ 療 救護体制 整備

 

     市 連携 新型 ン ン 感 大 早期 束

向 対応や原子力発電所事故 広域災害等 対策 組  

     災害発生時 療 提供 う 電子

ッ ッ 体制 整備  

 市 連携 災害対策等 果 定 役割 

庁所在地 公立病院 市 連携 地域 防災体制 中

点 役割 担う く 災害対策等 積極的 協力  

    大規模災害時 救護班派遣要請 対応 

     都 府 い 大規模災害 発生 場合 公的機関 救護班

派遣要請 可能 限 対応  

 

  患者サ ビス 向上 

(1) 患者中心 医療 

 患者 視点 立ち 患者 利 尊 ン コ

ン ン 徹底 

長 市民病院 掲 患者 利 則 療 情報提供及び

十 説明 利 並び 患者 自己決定 尊 患者や家族

対 ン コン ン 徹底  

 療機関 ン ン 対 滑 診支援 

患者 対 ン ン 関 周知 行い 患者

対 治療法 選択 当 主治 別 師 意見 聴く

療機関 診 場合 滑 診 う支援 行う  

 

(2) 快適性及び利便性 向上 

 確保や利便性 配慮 院 環境 整備 

外来待合や会計窓口等 患者 確保

療費支払方法 多様 利便性 配慮 行う 院 環

境 整備 組  
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 接遇 向  

挨拶 励行 通 来院者 職員 あ い 職員同士 心 通う明 い雰

気 く  

     患者 ンタ 外来 病棟 付等 い 寧 窓口対応

ほ 接遇 関 研修等 実施 全職員 接遇 向 せ 意

識 持 組  

 外来診療 待ち時間 検査 手術待ち 改善等 

外来診療 待ち時間や検査 手術待ち 調査 行い 調査結果 踏 え

待ち時間対策等 実施 通 患者 利便性向  

    

指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

入院患者総合満足 ％  重」.「     重5.0   

外来患者総合満足 ％  81.【     重0.0   

 

(3) ボランテ 受入  

地域 病院 ン 院 活動 滑 行え う 積極的 活動

環境 整備 通 地域 交流 推進 患者 向

 

 

(4) 情報提供 推進 

市 健康福祉部門 連携 広報 診療案 冊子等

広報媒体 有効活用 適 情報発信 並び 市民健康講 や出前講 等

実施 療や健康 関 情報提供及び普及啓発 地域 民

健康 保持 増進 寄  

 

   関連指標  

指標 成 「【 実績 

市民向 講演等開催数 回  1【   

出前講 開催数 回  45   

 

  医療 関 調査及び研究 

新薬や新 い治療法 関 治験 市販 調査 大学 連携 臨床研究

等 推進 療技術 発展 献 職員 研究意欲 引 出

高 専門 療 担う病院 療水準 更 向  

 

  医療提供体制整備 

(1) 地域医療機関等 機能 担 連携強化 

 地域 療支援病院 地域完結型 療 推進 

高 急性期 急性期機能 有 地域 療支援病院

や地域 療機関 機能 担 連携 強 紹介 逆紹介 滑 進

地域完結型 療 推進  
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 訪問 護 充実 

地域 療機関や介護 事業所等 緊密 連携 護師 増

員等 「4時間訪問 護体制 強  

 地域包括 構築 協力 在宅 療 推進 

市 連携 長 市在宅 療 介護連携支援 ンタ 事業 行

う 地域包括 構築 協力 在宅 療 推進  

 長 療圏 中核病院 機能 担 連携 検討 

長 療圏 中核病院 機能 担 連携 検討 行う

適 競合 協調 長 療圏 療水準 向 寄  

 

   指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

紹介率 ％  】「.】       】4.0   

逆紹介率 ％  】0.「       【5.0   

訪問 護訪問件数 件  4,80「      5,】「0   

注 紹介率及び逆紹介率 地域 療支援病院 基準  

 

 (2) 医療機器 計画的 更新･整備 

地域 療構想や患者 等 踏 え 長 市民病院 提供

高 全 良質 療 持 的 提供 いく 適 や い

資金計画 策定 地方 立行 法人制 特長 活 効率的 効果的

予算執行 計画的 療機器 更新 整備 進  

 

(3) 病院運営 関 地域 意見 映 

地域 民 意見 病院運営 映 新 組織 設置 病院

地域 積極的 連携強  

 

(4) 医療職 人材確保及び育成 

 師 護師 必要 人材 確保 

診療機能 維持 強 信州大学 連携 密 師 確保

護師 薬剤師 療職 い 適 確保

 

 専門性 持 人材 育成 

専門 定 護師 定薬剤師等 職員 資格 得 支援 専門性

持 人材 育成  

 

(5) 教育研修 

 総合的 教育研修体制 整備 

病院全体 教育研修 推進 体制 整備 教育研修 ンタ

仮称 設置  

 初期 期臨床研修機能体制 整備 

総合的 全人的 療 提供 師 育成 基本方針 臨床研
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修 更 充実 組 研修 選 臨床研修病

院  

 地域 療 担う 療従事者 対 高 専門臨床や研究 教育体

制 整備 

地域 診療連携 点病院及び地域 療支援病院 地域 保健 療

関 療 タッ 療関 者 生涯教育 場 役割

果 地域 療従事者 対象 症例検討会や 診療 関 研

修会等 開催  

     学生 護学生 薬学生等 研修 実習 い 積極的

入 行う  

 

(6) 職員研修 

学会 研修会等 参加 積極的 奨励 計画的 研修体系

整備 職員 ッ 支援  

    療 全や感 対策等 い 確実 徹底 職員全員

対象 義務研修 実施  

 

 信頼性 確保 

(1) 医療 全対策 

 療 全管理部門 機能強  

長 市民病院 療 全管理指針 則 療事故 防 全 適

療 提供体制 確立 ネ ネ 及び専従

ネ 中心 ン ン や ン 情報 集

析及び迅 ッ  

     暴言 暴力対策 い 危機管理 環 組織的 組  

 

 療事故や院 感 発生 再発防 組 

療 全管理 感 対策 各委員会 部組織 あ 療 全チ 感

対策チ 日常的 現場 活動 通 療事故や院

感 発生防  

     療事故や院 感 発生 場合 や 適 初期対応

行い 発生状況 調査 再発防 対策 組  

 

(2) コンプラ ンス 法令 行動規範 遵 徹底 

 関 法 遵 行動規範 確立 実践 適 業務運営 

療法 関 法 遵 長 市民病院 理

念 並び 療人 職業倫理 従い 適 業務運営 行う  

 個人情報保護 情報公開等 適 対応 

個人情報保護及び情報公開 い 関 法 ン 並

び 市 関 条例等 基 適 対処 ほ 患者 家族 情報開

示 求 あ 場合 適 対応    
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第  業務運営 改善及び効率化 関 目標 達成 た 措置 

 業務運営体制 確立 

(1) Ｐ Ａサ クル 目標 よ 管理 評価 組 確実 実践 

 自 性 機動性 軟性及び効率性 高い業務運営体制 構築 

立 法人組織 ン 体制 確立 経営状況 進捗管理

行い 中期目標 中期計画 成 向 丸 組

設備投資 弾力的 予算執行等 効率的 効果的 業

務運営  

 人事評価制 等 再構築 

人事評価制 適 見直 職員 目標 成意欲 高

チ ン 向 ほ 関連 人事給 制 い

適宜見直 検討  

 的 業務改善 組 組 整備 

療情報 等 タ 利活用  診療 容等 見え

業務改善 ン コ 活用

病院運営方針 各部門 落 込 目標 実績管理 Ｐ Ａ

入 業務運営 行う  

見直 通 効率的 病床運営  

 病院機能評価等 外部評価 活用 

     公益 団法人日本 療機能評価機構 病院機能評価 前回 審

指摘 定期間 中間時点 い 課 識 事項 い

早期 改善  

     般社団法人日本病院会 県I 参加

ン タ 県I 用い 経時的 診療指標 析

自院 施設 ンチ 行い 療 質向 組  

 

   指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

適用率 ％  」「.1                」8.0 

病院機能評価  

Ｓ及びＡ評価 比率 ％  
85.「   

回 審  

成 」0      

 

 (2) 企画力･実行力 強化 

 事務部門 充等 企画力 実行力 強 及び経営効率 向  

経営企画 法人運営等 事務部門 充 企画力 実行力 機能強

効率的 業務運営  

 療経営 療事務 専門知識 有 人材 確保 育成 

病院経営 必要 可 療経営や 療事務 専門知識 業務経験

有 人材 確保 育成  
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 働 や い職場環境 く  

(1) 働 や い職場環境 整備 

職員 ワ ン 配慮 子 持 職員 働 や い職場

環境 整備 院 託児所 充実及び子育 支援制 適 運用

ほ 足 い 職員 更衣室 休憩室等 確保 検討

働 や い環境 く  

 

(2) 職員満足度 向上 

職員満足 調査 的 実施 職員 意見 汲 あ

活用  院 広報 充実やコ ン 活性

働く職員 満足 向  

 

 

第  財務内容 改善 関 目標 達成 た 措置 

 経営基盤 確立 

(1) 自立 た経営基盤 確立 

地域 民 良質 全 療 提供 地方 立行 法人

特長 活 経営手法 経済性 発揮 自立

経営基盤 確立 中長期的 視 立 業務運営

経営基盤 定 将来的 運営費 担金 削減  

 

   指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

経常 支比率 ％  101.1     10」.」   

業 支比率 ％  重「.】      重「.】   

    注 業 支比率 業 益／ 業費用＋ 般管理費 ェ100  

注 業 益 運営費 担金 除く  

 

 益 確保 費用 節減 

(1) 医療制度改革や診療報酬改定 迅 対応  

】対1入院基本料 特定集中治療室管理料等 算定維持 ）看（/看）看S

評価向 適 組 行う 療制 改革や診療報酬改定

迅 対応 益 確保  

 

(2) 適 人員配置 

現行 施設基準 維持 ち 院支援や 知症 等 新規施設基準

得や診療機能強 見合 有資格者等 適 人員配置 益

確保  

   

(3) 診療報酬請求漏 や査定減 防  

診療報酬 算定 強 請求漏 や査定減 防 対策 徹底  
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(4) 未 金 管理 回  

患者 対 個別 未 金管理 徹底 未 金 発生 場合 督

や訪問回 行う 未 金残高 減  

 

(5) 後発医薬品 採用促進 費用節減 

発 薬品 採用 進及び 診療材料 在庫適 等 材料費 削減

ほ 節電 節水 熱水費節減 経費 抑制  

    療機器 購入等 い 最 効率的 方法 検討 費用 減

 

 

   指標 目標  

指標 成 「【 実績 成 「8 目標 

新入院患者数 人  10,15【      10,440   

般病床 均在院日数 日  11.5       10.重   

対 業 益給 費比率 ％  54.4       5】.1   

対 業 益材料費比率 ％  「5.0       「5.0   

対 業 益経費比率 ％  1】.【       1【.5   

発 薬品採用率 

数 ％  
【0.4       80.0   

注 業 益 運営費 担金 除く  

 

   関連指標  

指標 成 「【 実績 

般病床利用率 ％  8】.0   

延 入院患者数 人  1「】,0【】   

1 日当 入院単価  【」,「85   

延 外来患者数 人  「」【,0【「   

1 日当 外来単価  14,【0重   

 

 

第  そ 業務運営 関 要事項 達成 た 措置 

 施設設備等 関 事項 

(1) 効率的 整備計画 基 く施設 増改築、設備等 更新及び維持管理 

施設 増改築 設備等 更新及び維持管理 い 地域 療構想や患者

等 踏 え 地域 療資源等 的確 把握 長 市民

病院 提供 高 専門的 療 持 的 提供 う 計画

的 効率的 実施  

 

(2) 適 医療機器 整備 

療機器 整備 い 」【5日「4時間救急 療体制 維持 強 並び

地域 診療連携 点病院 地域 療支援病院 機能充実

療需要や費用対効果等 踏 え 適時 適 実施  



11 

 

第  予算 人件費 見積 含 、 支計画、資金計画 

 

 予算 成28 度  

                          単 ：百万  

 金  

 入      

  営業 益 1」,8【【   

   業 益 1「,488  

   運営費 担金 1,」5」  

  営業 益 「5  

  営業外 益 「重0    

   運営費 担金 188    

   営業外 益 101    

  資本 入 」,」8重   

   設立団体出資金 」0】    

  資本 入 」,08「 

  計    1】,545    

 支出      

  営業費用 1「,415    

   業費用 1「,11「    

    給 費 【,【「】  

    材料費 」,」】8    

    経費 「,0「」    

    研究研修費 84    

   般管理費 」0」    

  営業外費用 」48    

  資本支出 1,4【】    

   建設改良費 】5「    

   償還金 】0」    

  資本支出 11 

  計    14,「」0    

注 計数 端数 四捨五入 い 合計 致 い あ  

注 診療報酬 改定 給 改定 物価 変動及び消費税率 改定 考慮 い い  

 

 人件費 見積  

  総  【,81「百万 支出  

      当該金 法人 役職員 報酬 基本給 諸手当 法定福 

利費及び 職手当 相当 あ  
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 運営費 担金 基準等 

    運営費 担金 い 総務省 発出 地方公営企業繰出金

い 準 算定  

    建設改良費及び長期借入金等元利償還金 充当 運営費 担

金 い 経常費 成 運営費 担金  

 

 支計画 成28 度  

 単 ：百万  

 金  

 入 部  14,「8」  

  営業 益 14,000  

  業 益 1「,4」8    

   運営費 担金 益 1,」5」  

   資産見返 債戻入 184  

     営業 益 「5  

  営業外 益 「8」  

   運営費 担金 益 188  

   営業外 益 重4  

  臨時利益 0  

 支出 部  1」,8」」  

  営業費用 1」,45「 

   業費用 1」,141  

    給 費 【,重10 

    材料費 」,1「8 

    経費 「,051  

    減価償却費 重】4  

    研究研修費 】8  

   般管理費 」1「  

  営業外費用 」81  

  臨時損失 0  

 純利益  44重 

 目的積立金 崩  0 

 総利益   44重  

注 計数 端数 四捨五入 い 合計 致 い あ  

注 診療報酬 改定 給 改定 物価 変動及び消費税率 改定 考慮 い い  
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 資金計画 成28 度  

   単 ：百万  

 金  

 資金 入  「0,8」「    

  業務活動 入 14,15【    

   診療業務 入 1「,488    

   運営費 担金 入 1,541    

   業務活動 入 1「【    

 投資活動 入 」,08「 

  事業譲 入 」,08「 

  務活動 入 」0】 

   設立団体出資金 入 」0】  

  長 市 繰越金 」,「8】 

 資金支出  「0,8」「 

  業務活動 支出 1「,】【」 

   給 費支出 【,81「  

   材料費支出 」,」】8 

   業務活動 支出 「,5】4 

  投資活動 支出 】5「    

   有形固定資産 得 支出 】5「    

  務活動 支出 】15  

   
移行前地方債償還債務 償還

支出 
】0」  

   務活動 支出 11  

  翌事業 繰越金 【,【0「 

注 計数 端数 四捨五入 い 合計 致 い あ  

注 診療報酬 改定 給 改定 物価 変動及び消費税率 改定 考慮 い い  

 

 

第  短期借入金 限度額 

 限度額   1,「00百万  

 想定さ 短期借入金 発生理由 

  医1) 賞 支給 時的 資金 足 対応 

  医「) 予定外 職者 発生 伴う 職手当 支給 偶発的 出費 対応 

  医」) 療機器等 購入 時的 資金 足 対応   

 

 

第  剰余金 使途 

  決算 い 剰余金 発生 場合 病院施設 整備 療機器 購入 研修 

 や教育 人材育成 能力開発 充実 充  
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第  そ 設立団体 規則 定 業務運営 関 事項 

 施設及び設備 関 計画 成28 度  

   

施設及び設備 容 予定  源 

病院施設 療機器等整備 総   】5「 百万  自己資金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


